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研究要旨：一般的に主観的睡眠時間(SSD)は客観的睡眠時間(OSD)より長いと考えられてい
るが、不眠症患者では逆転現象も報告されている。SSD と OSD の差について、睡眠時間、
睡眠呼吸障害(SDB)との関連は明らかでない。長浜コホート 6,908 人において、OSD の長
短による SSD-OSD の差と睡眠眠呼吸障害の関連を検討した。SSD と OSD は全体として
は SSD＝6.49±1.07、OSD=6.01±0.96 と SSDはOSDより長かったが(p<0.001)、6.98 時
間（男性：7.36 時間、女性：6.80時間）にて、SSD=OSDとなっていた。SDB が重症化す
ると SSD-OSD は拡大した。OSD が SSD より長いは「睡眠にて休養が十分に取れない:非
回復性睡眠」の有意な因子(p<0.001)であった。 
 
A. 研究目的 
睡眠時間と生活習慣病は関連があるとさ

れているが、その関連性は主観的睡眠時間
（subjective sleep duration: SSD）を用いた
報告が多い。 SSD は客観的睡眠時間
（objective sleep duration: OSD）より長い
と考えられ、SSD から OSD を引いた差
（SSD－OSD）は常に正である考えられる
ことが多いが、SSD と OSD が交差する報
告も見られる。SSDと OSD の差はOSD や
疾患、例えば睡眠呼吸障害(sleep disordered 
breathing: SDB)によって変化する可能性が
考えられるが、正確な検討結果は得られて
いない。SSDとOSD の差と、SDB または
非回復性睡眠（nonrestorative sleep: NRS）
との関連を調査した。 
B. 研究方法 
横断的研究にて長浜市住民 6908 人を評

価した。SSD は自記式質問票によって決定
された。 OSD はアクチグラフィーと睡眠
日誌によって測定された。SDB は OSD で

調整された 3%酸素飽和度低下指数で評価
された。自記式質問票の設問「睡眠で休養が
十分にとれていますか」に「いいえ」と答え
た人を nonrestorative sleep (NRS)とした。
本研究は京都大学医の倫理委員会の承認を
得た。 
B. 研究結果 
単回帰分析では、OSD が 6.98 時間より

長い場合、推定される SSD が OSD よりも
短いことが明らかになったが、全体として
は従来の報告通り SSD は OSD よりも長か
った（平均±SD; SSD: 6.49±1.07 OSD: 
6.01±0.96、P<0.001）。SDB 患者では、OSD
が短くなると SSD と OSD の差（SSD－
OSD）が大きくなった。 性別、年齢、BMI、
高血圧や糖尿病の有無等の背景因子の調整
後も SDB 重症度は SSD が OSD より長く
なる方向に影響した（偏回帰係数;軽症：
0.161、中等症：0.408、重症：0.675、すべ
て P<0.001）。SSDよりも長いOSDはNRS
の重要な要因だった（オッズ比：2.691、95%
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信頼区間: 2.412-3.001、P <0.001）。 
D．考察 
 一般的に SSD>OSD と考えられており、
OSD＞SSD は misperception として、不眠
患者に多いとされるが、SDB 患者において
は重症化するにつれて、SSD-OSD の差が
大きくなった。OSD>SSDは NRSにも関連
していることが明らかに今後の検討課題と
考えられた。 
E. 結論 

SDB患者においては重症化するとともに
SSD を長く報告する傾向があり、注意が必
要である。SSD を OSD より短く感じるこ
とは NRS に関連しており、NRS を検討す
るときには SSD と OSD の差の観点からの
検討も必要と考えられた。 
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